
The appropriate timing of小e termination ofaoral meristem activity (FM determinacy) determines

the number ofnoral organs.1n'rabidopsis,two transcription factors, CRABS CRι、W (CRC) and

SUPERMAN (SUP), play key rolesin FM determinaoy cRc b010"8Sto the YABBY tmoscription

factor fa1ηily,、¥hose members contein a zinc finger and a helix-10OP・helix domain. The cl'C

mutation causes the formation ofunfused carpels and leadsto an increase in carpel number in

Sensitized backgrounds. The su, gene encodes a C2H2-wpe zinc・finger protein, and S財P mU仏nts

Produce extra carpels and stamens. Even though both ofthe genes have been rep011ed to regulate

"oral organs development, aoral merist引れ(FM) determinacy and auxin homeostasis,the genetic

interaction between them is not fU11y U11derstood. The C1で Sup double mU仏nt had significantly moN

Stamens and carpels than the parentanines and an enlarged aoral meristem.1he u'anscriptomic

data'showed thatthese two transcription factors mightregulate multiple common dQwnstrea】n

gehes、which include several cytokinin- and auxin-related 合enes as、veⅡ as stress・ and

metab0ⅡC-related 8enesto functlon downstream ofcRc and sup during stamen development and

Possib、1y FM deteΠ丁linacy. The regulation ofcommon downstream 8enes by cRc and sup might
>'

Contribute to the initlation ofan appropriate number ofstamens and to subsequent grow【h a11d

development. Besides that,the confoca11ive hわaging ofcytokinin reporter line rcS11.'GF, on

Several gen0力,,pes 、Nhich lnclude crc-1, S如一5 and crc-1 ぶ11P-5 mutants implicated that cytokinin

might plays impodant role during spatio・temporalregulation on FM determlnacy. This study m喰ht

Open the breakthrough poi爪 for furtha'investigation on the transcriptional・honnonal crosstalk

neNork on nower development.
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論文審査結果の要旨

顕花植物において、花幹細胞の適切なタイミングにおける増殖抑制は、花器官の数

の決定にかかわる生殖過程における一大イベントである。シロイヌナズナには2つの

転写因子であるCRABSCRAW(CRC)とSUPER入仏N(SUP)が花幹細胞の増殖抑制に

機能していることが示されている。 CRC は YABBY タイプの転写因子であり、 zinc

丘n宮er と hQlix・10OP・he1詠ドメインを有している。 C1で突然変異体は雌しべの先端が融

合しないという形態異常を示し、他の幹細胞制御因子の突然変異体と組み合わせるこ

とで、メリステムの異常増殖を増強する。一方、 SU'P はC2H2・typezinc・丘ngeτ転写

因子をコードしており、その変異体においては、幹細胞が異常増殖することで雄しべ

や雌しべといった生殖器官の数が増える。これまでの研究から、 CRCとSUPは花幹

細胞の増殖抑制(言い換えると、メリステムの成長抑制による"det皎m加acy"一限定陛)

において、植物ホルモンであるオーキシンの合成やシグナル系の制御を介して機能し

ていることが示されている。しかし、これら 2 つの遺伝子は、どのように遺伝学的な

相互作用をしているのかは不明であった。

まず、CルS叩二重突然変異体において、雄しべや雌しべの数がそれぞれの単一変異

体よりも優位に増加することを遺伝学的に示した。花発生過程における定量観察では、

花メリステムのサイズが増加していた。さらに、時間軸に沿ったトランスクリプトー

ム解析を行ったところ、複数の下流ターゲット遺伝子がCRCとSUPによって協調的

に制御されており、その中にはオーキシンの他、サイトカイニン関連遺伝子やストレ

ス応答、代謝関連遺伝子が含まれることが明らかになった。これらの共通のターゲッ

ト遺伝子の制御によって適切な数の生殖器官の誘導や増殖、分化制御がなされている

可能性が示唆された。次に、比較的表現型と強い発現の相関を示したものの中にサイ

トカイニンシグナノレ系遺伝子があったため、ωで'1,SUP'5 とωで・1SUP・5突然変異体の

花において、サイトカイニンレポーターrcSひ'0戸'Pのイメージングを行い、遺伝学的

な相互作用を検証した。
r

以上のように、本論文は、花幹細胞制御において、一見独立に作用すると考えられ

ていた時空間的に雜れた細胞で作用する2つの鍵転写因子が植物ホルモンの作用を介

して相互作用することを分子遺伝学的に示したものであり、植物幹細胞研究の進展に

一定の貢献を成し遂げた。よって審査委員一同は、本論文が博士(バイオサイエンス)

の学位論文として価値あるものと認めた。
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